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7 ァイパ やヤ Yの段階でこそ，いまだ輸入が輸出を上主わるものの，ファ
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BOI (タイ投資委員会 Board of Inve!:ilme叫〕は1978年に総合商社の設立と
奨励策を打ちだした。この結果として， 1983年の段階で 9社がタイの総合商社
として名をつらねている。しかし，このうち BOIの基準をグリアしえている
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は 1，727million bahtである。これは BOI の総累積資本額の 6.4%，外国資
本〔全体の 25.7%'i!:占める)のうちでは25.1%と第位となる額である。外資
としては， 日本に次ぐのが台湾の 708million baht，アメリカの 680million 
baht，以下イギリス， 呑港， 、ンソガポー ノレ， オランダ，マレーシア， 西ドイ
ツ，イ y ドの順とな Jっている"。













側が58%， 残りは第三国である。 166 社のうち最も多いのが26~50%の出資比;
率であり，完全所有はわずか 4社にすぎない。次ぎに業種でみてみると，企業
数，投資額Eもに機械・電機部門が49社， 10，500 million bahtで第一位， 品主
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な傾向がうかがえる山。 1979年現在でア γヶー lに回答した日系企業の資本金
総額が 3，198million bahtであった。 この年の BOI登録の日系企業の資木
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会社を設けてし 1るケースがある。これほ現地パ lナ の販売ル トに乗せて
いるという側面とともに， 日本国内のマーケッティング・システムの模倣とい
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まず日本の QC リ グー研修に派遣するところから始まって， QCサークル



























タイにおける日系企業由経営構造 (217) 113 
タイにおける現地化期の企業経営の方向が，果して他の途上国の状況と同様
に論じうるものかは疑問はある。しかしながら，タイのように輸入代替型の工
業化政策から輸出促進型の工業化政策へと変化する段階にある途上国では，参
考になる側面があるのではないかと考える。
